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高齢者呼吸器感染症に対 す るloracarbefの 臨床的検討

石井芳樹 ・北村 諭

自治医科大学呼吸器内科*

新経口カルバセフェム系抗菌薬loracarbefを高齢者の呼吸器感染症症例に使用し,臨 床

的にその有用性および安全性を検討 した。疾患は,急 性気管支炎5症例であ り,有 効3例,

やや有効1例,無 効1例 と良好な成績が得られた。自・他覚的な副作用は認められず,投

与前後で臨床検査値にも異常な変動はみられなかった。本剤は高齢者の呼吸器感染症に対

しても安全に使用でき,臨 床効果も期待しうるものと考えられた。
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L0racarbef(LCBF)は,新 し く開 発 され た 経 口用 カ

ル バ セ フ ェ ム系 抗 菌 薬 で あ る。3位 と4位 にcefaclor

(CCL)と 同一 の側 鎖 を有 し,CCLに 近似 した化 学構 造

を有 してい るが,CCLと 比 較 し血 中で の安 定性 や経 口

での吸収性 に優 れ てい る とい う特 性 を有 す る1,2)。

抗菌 スペ ク トラ ムは,CCLと 同様 に グラ ム陽性 菌お

よび 陰 性 菌 に対 し広 域 で あ るが,特 に 臨 床 分 離 の

Escherichia coli,Klebsiella pneumoniae に対 して はCCL

に優 る とい う2～4)。

今回,著 者らは,高 齢者の呼吸器感染症に対して本

剤を投与 し,そ の有用性および安全性について臨床的

検討を行い若干の知見を得たので報告する。

対象は,平 成2年1月 から6月までに外来受診 した軽

症ないし中等症の呼吸器感染症患者であり,年 齢は,

55歳 から67歳(平 均62.4歳)の5例(男 性4例,女 性1

例)で あ っ た。 疾 患 は,全 例 と も急 性 気 管 支 炎 で あ

り,基 礎 疾 患 と して2症 例 に,気 管 支 喘息,1症 例 に

陳旧性 肺結 核 を認 めた。

LCBFの 投与 方 法 は,1日600mgを3回 に分 けて 食後

経 口投 与 し,全 例14日 間継 続 した。 本 剤 の使 用 前 後

にお いて 臨床症 状 を検討 す る と ともに,血 液検 査,喀

痰 細 菌検査 を行 い,臨 床 効果 を判 定 し,安 全性 を検 討

した。

臨 床 効 果 の 判 定 は 起 炎 菌 の 消 長,喀 痰 量,喀 痰 性

状,発 熱,白 血球 数,CRPの 経 過 か ら,著 効,有 効,

や や有 効,無 効 の4段 階 で判 定 した °安 全性 は副作 用

の有 無 お よび臨床 検査値 異常 につ いて本 剤 との 関連性

を検 討 した。Table 1に 症 例 の 一 覧 と臨 床 効 果 を,

Table 2に 本 剤投 与 前 後 の 臨 床 検 査 値 を示 す。 以 下

個 々の症 例 を呈示 す る。

Table 1.Clinical effects of loracarbef
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Table 2.Laboratory findings before and after treatment with loracarbef

B:before treatment

A:after treatment

症例1:65歳 男性。気管支喘息にて気管支拡張薬に

よる治療中の症例。コントロールは比較的良好であっ

たが,発 熱,喀 痰,咳 噺の増加とともに喘息発作が出

現するようになり来院。本剤の使用を開始した。投与

後解熱はみられたが,喀 痰 ・咳噺は,あ まり改善せ

ず,2週 間後の血液検査でもCRPの 改善は見られなか

ったため臨床効果は無効と判定 した。喀痰検査では,

投与前Haemophilus influenzae を認 めた が,投 与 後 は,

検査を施行できなかったため細菌学的効果は,不 明で

あった。副作用は認めなかった。

症例2:66歳 男性。症例1と 同様な経過で本剤の使

用を開始 した。投与開始後,解 熱,喀 痰 ・咳噺の減少

が見られたため有効と判定した。副作用は,特 に認め

なかった。

症例3:59歳 男性。基礎疾患なし。発熱,膿 性痰,

咳噺を訴えて受診。細菌性の急性気管支炎と考えて本

剤の投与を開始 した。喀痰の消失等の臨床症状の改善

を認めたため有効と判定 した。細菌学的効果は不明で

あるが,血 液検査にてCRPの 改善が見られた。副作用

は見られなかった。

症例4:67歳 女性。発熱,咳 噺 ・喀痰を主訴に外来

受診。急性気管支炎の診断にて本剤使用開始。投与前

の喀痰検査でH.influenzaeが検出された。臨床症状お

よび細菌学的所見の改善を見た。副作用は,特 に認め

なかった。

症例5:55歳 男性。陳旧性肺結核による慢性呼吸不

全にて外来通院中。喀痰,咳 噺が増加し来院。呼吸器

感染による呼吸不全の増悪と考え本剤を使用した。喀

痰量の減少等の臨床症状に軽度の改善がみられ,血 液

検査 で はCRPの 改 善 が認 め られ た。副作 用 は,特 に認

めなか った。

以 上5症 例 の うち臨床効 果 は,有 効3例,や や有効1

例,無 効1例 と判 定 した。血 液検 査 で は,CRP値 が3

例 で 改 善 し,1例 で 悪化,1例 は不 明で あ った。 細菌

学 的検 査 で は,投 与 開始前 に検 査 を施 行 しえた4例 の

うち2例 に丑inflnenzaeを 認 めた。 この うち1例 は,投

与 後,起 炎菌 の消 失 を認 め たが他 の1例 は,検 査 が施

行 で きず 菌 の消長 は不 明 で あ った。残 りの2例 は,投

与 開 始前 の 喀痰 検 査 で は,normal floraのみ で起 炎菌

は検 出 され なか った。消 化器 症状 や 中枢 神経 症状,発

疹 な どの副作 用 は,全 く認 め られなか った。 臨床検査

値 も投 与前 後 で検 討 しえた4例 全例 にお いて肝 機能,

腎機 能 に異常 を認 め なか った。

今 回,高 齢 者の 呼吸器 感染 症 に対 して本剤 の有効性

お よび安 全性 を検討 した。検 討症例 が少 な いため臨床

効果,細 菌学 的効果 につ い て十分 な結論 を下 す ことは

困難 で あ るが,軽 症 ない し中等症 の呼吸 器感 染症 に対

して高齢 者 におい て も外 来で安 全 に使用 で きる薬剤で

あ り,臨 床 効果 お よ び細 菌学 的効果 も十 分 に期 待 しう

る もの と考 え られ た。
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A clinical study of loracarbef in aged patients with respiratory infections

Yoshiki Ishii and Satoshi Kitamura

Department of Pulmonary Medicine,Jichi Medical School

3311-1 Yakushiji,Minami-Kawachi-machi,Kawachi-gun,Tochigi 329-04,Japan

We clinically evaluated loracarbef(LCBF),a new oral carbacephem,in aged patients with acute

bronchitis.

The response to LCBF was"good"in 3,"fair"in 1 and"poor"in 1.

None of the patients presented adverse reactions or abnormal laboratory findings.

The results of this study indicate that LCBF is useful in the treatment of aged patients with

respiratory infections.


